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国際収支と国際資本移動
経常収支が黒字（赤字）の経済は国外に資本を輸出（国外から資本を輸入）している

経済である．

I. 貯蓄投資差額の意味

A. 個別制度部門の収支
1. 資金の源泉と使途（実物）

a.源泉：　可処分所得
b.使途
(1)消費
(2)投資（実物）

2. 資金の過不足
a.資金の余剰がある部門：　貯蓄投資差額 ＞ 0

YD > C + (I − D) → YD − C > I − D → S > (I − D)

b.資金の不足がある部門：　貯蓄投資差額 ＜ 0

YD < C + (I − D) → YD − C < I − D → S < (I − D)

B. 貸し手国と借り手国
1. 貸し手国：　国民貯蓄 > 国内純資本形成（国民総貯蓄 > 国内総資本形成）

2. 借り手国：　国民貯蓄 < 国内純資本形成（国民総貯蓄 < 国内総資本形成）

II. 経常収支と資本収支の関係

A. 二つの関係
1. 貯蓄投資差額と経常収支

S − (I − D) = B

2. 貸し手と借り手
a.貸し手：　 S − (I − D) > 0
b.借り手：　 S − (I − D) < 0

B. 経常収支と国際資本移動：　経常収支黒字国から赤字国への資本の流れ
1. 経常収支黒字国

a.資本収支赤字国

B > 0 → S − (I − D) > 0 → 貸し手国（資本輸出国）

b.資産負債の増減
(1)対外資産の増加
(2)対外負債の減少

2. 経常収支赤字国
a.資本収支黒字国

B < 0 → S − (I − D) < 0 → 借り手国（資本輸入国）
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b.資産負債の増減
(1)対外資産の減少
(2)対外負債の増加

III. 経済の発展段階と国際収支

貿易 所得 経常 資本

若い発展途上の債務国： − − − +
成熟した債務国： + − ± ±
新しい債権国： + ± + −
成熟した債権国： ± + + −
最近のアメリカ合衆国： − + − +

アメリカ合衆国の現状についての説明

A. 小さい国民貯蓄：　低い家計貯蓄性向

B. 大きい資本流入
1. 政治情勢の安定
2. 低いインフレーション
3. 力強い技術革新
4. 堅調な株式市場
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制度部門別収支
日本，2007年（単位：　 10億円）

（１） （２） （３） （４） （５） 一国経済

可処分所得 22,926.5 12,522.2 77,415.6 293,773.0 8,104.3 415,277.0
最終消費 0.0 -535.5 92,417.2 284,119.8 6,325.1 382,862.2
貯蓄 22,926.5 13057.7 -15,001.6 9,653.1 1,779.2 32,414.8
純資本形成 18,157.7 267.0 -50.5 -735.1 -362.8 17,276.4

貯蓄投資差額 4,768.8 12,790.7 -14,951.1 10,388.2 214.2 15,138.4

資本移転（純） 1,901.2 -4,444.8 3,799.5 -1,771.1 42.2 -473.0
土地購入 7,452.1 -450.3 1,864.4 -8,880.1 13.9 0.0
統計上の不突合 9,655.3

純貸付/純借入 -782.2 8,796.1 -13,016.0 17,497.2 2,170.3 24,320.7

対 GDP比（%） -0.2 1.7 -2.5 3.4 0.4 4.7

（１）非金融法人企業（２）金融機関（３）一般政府（４）家計（５）対家計民間非営利団体
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